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械
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岡
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毎
年
兵
庫
県
最
北
端
の
奥

城
崎
に
、
「
津
居
山
蟹
」
を

食
べ
に
出
掛
け
る
。
東
京
か

ら
約
８
時
間
半
か
け
て
、
７

０
０
㌔
近
い
道
程
を
車
で
移

動
す
る
の
だ
が
、
そ
の
苦
労

を
い
と
わ
な
い
の
は
、
一
に

も
二
に
も
最
高
の
蟹
が
食
べ

ら
れ
る
上
、
往
路
復
路
で
い

ろ
い
ろ
な
所
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　
例
え
ば
、
行
き
は
京
都
の

「
旅
館
こ
う
ろ
」
に
泊
ま
っ

て
京
会
席
を
堪
能
し
、
朝
食

の
湯
豆
腐
を
楽
し
ん
で
か
ら

奥
城
崎
を
目
指
す
。
帰
り
は

兵
庫
県
養や

父ぶ

市し

の
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
リ
ビ
エ

ー
ル
」で
ラ
ン
チ
を
し
た
り
、

車
に
積
み
切
れ
な
い
く
ら
い

の
食
材
を
買
っ
た
り
。

　
但
馬
地
域
に
位
置
す
る
養

父
市
は
、
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
素も

と

牛う
し

と
し
て
知
ら
れ
る
但
馬
牛

の
産
地
と
し
て
名
高
い
。
ぜ

ひ
食
べ
て
み
た
い
！
　
と
、

蟹
を
食
べ
に
訪
れ
る
宿
「
奥

城
崎
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
」

の
岩
井
美
晴
社
長
に
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
の
が
こ
の
店
。

当
然
メ
ー
ン
は
い
つ
も
但
馬

牛
な
の
だ
が
、
今
回
、
そ
れ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
美
味

に
出
会
っ
た
。
「
岩
津
ね
ぎ

の
グ
ラ
タ
ン
ス
ー
プ
」
だ
。

　
端
的
に
言
う
と
、
フ
レ
ン

チ
の
王
道
オ
ニ
オ
ン
グ
ラ
タ

ン
ス
ー
プ
を
「
岩
津
ね
ぎ
」

で
作
っ
た
も
の
。
器
ご
と
オ

ー
ブ
ン
で
焼
か
れ
た
熱
々
の

ス
ー
プ
は
、
チ
ー
ズ
の
載
っ

た
バ
ゲ
ッ
ト
で
覆
わ
れ
、
表

面
に
こ
ん
が
り
と
焦
げ
色
が

つ
い
て
い
る
。
ス
プ
ー
ン
を

入
れ
る
と
、
中
か
ら
ト
ロ
ト

ロ
に
な
っ
た
「
岩
津
ね
ぎ
」

が
顔
を
出
す
。
長
葱
を
使
う

な
ん
て
意
外
だ
が
、
ス
ー
プ

の
コ
ク
と
う
ま
味
が
葱
の
甘

味
を
引
き
出
し
、
あ
ま
り
の

お
い
し
さ
に
、
舌
の
や
け
ど

も
臆
さ
ず
夢
中
で
ハ
フ
ハ
フ

食
べ
た
。

　
お
隣
の
朝
来
市

あ
さ
ご
し

名
産
「
岩

津
ね
ぎ
」
、
日
本
三
大
葱
の

一
つ
な
の
だ
と
廣
氏

ひ
ろ
う
じ

佳
典
総

料
理
長
か
ら
伺
っ
た
。
諸
説

あ
る
が
、
群
馬
県
の
「
下
仁

田
ネ
ギ
」
、
福
岡
県
の
「
博

多
万
能
ね
ぎ
」
と
、
兵
庫
県

の
「
岩
津
ね
ぎ
」
を
三
大
葱

と
す
る
説
が
多
い
。
ブ
ラ
ン

ド
化
が
進
み
、
各
地
に
さ
ま

ざ
ま
な
葱
が
あ
る
が
、
「
岩

津
ね
ぎ
」
も
商
標
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　
葱
は
、
白
い
部
分
を
食
べ

る
「
根
深
葱
」
と
、
緑
の
葉

の
先
端
部
ま
で
食
べ
ら
れ
る

「
葉
葱
」に
大
別
さ
れ
る
が
、

「
岩
津
ね
ぎ
」
は
そ
の
中
間

の
品
種
だ
そ
う
で
、
葉
の
部

分
も
軟
ら
か
く
て
食
べ
ら
れ

る
。肉
厚
な
葉
の
裏
側
に
は
、

透
明
な
ゼ
リ
ー
状
の
粘
液
が

つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ム
チ

ン
と
い
う
糖
タ
ン
パ
ク
質
の

一
種
で
、
寒
く
な
る
と
こ
の

ム
チ
ン
が
増
え
、
一
層
甘
く

な
る
と
い
う
。
火
を
入
れ
る

と
ト
ロ
リ
と
し
た
舌
触
り
が

生
ま
れ
甘
味
も
増
す
が
、
生

で
も
食
べ
ら
れ
る
。
地
元
商

工
会
が
開
発
し
た
Ｂ
級
ご
当

地
グ
ル
メ「
ね
ぎ
ま
み
れ
丼
」

は
、
生
葱
が
ご
飯
の
上
に
テ

ン
コ
盛
り
に
な
っ
て
い
る

が
、
辛
く
な
い
と
言
う
の
だ

か
ら
驚
き
だ
。

　
廣
氏
総
料
理
長
か
ら
、
道

の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」

で
こ
の
葱
を
売
っ
て
い
る
と

教
わ
っ
た
。
行
っ
て
み
る
と

「
岩
津
ね
ぎ
」
の
の
ぼ
り
が

立
ち
、
幻
の
葱
と
呼
ば
れ
る

冬
季
限
定
の
味
に
人
だ
か
り

が
で
き
て
い
る
。
他
に
も

「
岩
津
ね
ぎ
ラ
ー
油
」
「
岩

津
ね
ぎ
ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
所
狭
し

と
並
ん
で
い
た
。な
る
ほ
ど
、

街
お
こ
し
に
一
役
買
っ
て
い

る
、
エ
ラ
イ
葱
な
の
だ
。

　
江
戸
時
代
、
生
野
銀
山
で

働
く
人
々
の
冬
の
栄
養
源
と

し
て
栽
培
が
始
ま
っ
た
葱
が

こ
ん
な
風
に
姿
を
変
え
る
な

ど
、
当
時
は
想
像
も
つ
か
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
グ
ラ
タ
ン

ス
ー
プ
で
味
わ
え
る
口
福

に
、
感
謝
！

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
石
川
県
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
地
場
大
手
、
松
本
日
光
舎
（
金
沢

市
、
松
本
健
夫
社
長
）
が
販
売
し
て
い
る
燃
料
添
加
剤
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｘ
（
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
）
」
。
当
初
は
車
の
燃
費
向
上
を
目
的

に
開
発
さ
れ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
灯
油
や
重
油
に

も
効
果
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
で
は
温
泉
施
設
や
旅
館
・

ホ
テ
ル
、
製
造
業
な
ど
多
く
の
業
種
で
使
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

本
紙
で
は
３
回
に
わ
た
り
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
の
状

況
を
報
告
す
る
。

　
「
燃
焼
効
率
が
良
く
な
っ

て
い
る
か
ら
、
機
械
の
調
整

を
し
っ
か
り
や
れ
ば
、
か
な

り
の
削
減
効
果
が
見
込
め

る
。
リ
ネ
ン
工
場
に
と
っ
て

重
油

％
削
減
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
。
機
械
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
順
調
な
の
で
、
今
後
も

継
続
使
用
し
た
い
」

　
地
元
の
温
泉
旅
館
や
ホ
テ

ル
、
温
浴
施
設
、
病
院
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
使
用
さ

れ
る
浴
衣
や
シ
ー
ツ
、
バ
ス

タ
オ
ル
と
い
っ
た
繊
維
製
品

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
レ
ン
タ

ル
、
販
売
を
行
う
北
陸
リ
ネ

ン
サ
プ
ラ
イ
（
石
川
県
加
賀

市
）
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
で

は
、
工
程
中
で
多
量
の
重
油

を
使
用
す
る
。
そ
の
た
め
、

重
油
の
価
格
の
変
動
は
、
直

接
会
社
の
収
益
に
影
響
す

る
。
同
社
も
顧
客
に
値
上
が

り
分
を
そ
の
ま
ま
転
嫁
す
る

わ
け
に
も
い
か
ず
、
守
岡
伸

浩
社
長
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

相
当
シ
ビ
ア
に
見
な
い
と
経

営
は
厳
し
い
」と
話
す
通
り
、

近
年
の
重
油
価
格
の
不
安
定

な
動
き
に
神
経
を
尖
ら
せ
て

き
た
。

　
当
然
、
同
社
も
徹
底
し
た

重
油
使
用
量
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
社
員
の
シ
フ

ト
管
理
を
徹
底
し
、
工
場
の

稼
働
日
数
や
時
間
を
短
縮
し

て
い
る
。

　
削
減
の
も
う
一
つ
の
決
め

手
が
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
だ
。
エ

コ
マ
ッ
ク
ス
の
有
効
性
を
聞

い
た
守
岡
社
長
が
、
１
年
半

前
に
導
入
を
決
断
し
た
。

　
同
社
で
は
週
１
回
、
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
で

～

㌔
㍑

を
給
油
す
る
際
、
給
油
量
の

２
千
分
の
１
の
エ
コ
マ
ッ
ク

ス
を
添
加
す
る
。
同
社
は
か

つ
て
、
別
の
添
加
材
を
使
用

し
て
い
た
が
、
エ
コ
マ
ッ
ク

ス
の
ほ
う
が
安
価
で
効
果
も

高
い
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
に

月
平
均
約

万
円
、
年
間
で

約
４
８
０
万
円
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
達
成
し
た
。

　
最
近
の
重
油
価
格
は
下
落

傾
向
に
あ
る
が
、
石
油
製
品

の
値
動
き
は
、
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
だ
け
で
は
な

く
、
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
も

大
き
く
変
動
す
る
。
こ
の
た

め
、
経
営
者
は
常
日
頃
か
ら

燃
料
コ
ス
ト
削
減
を
心
が
け

る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

は
、
Ｖ
Ｊ
（
重
油

専
用
）
４
㍑
入
り

１
万
５
千
円
、


㍑
入
り
６
万
円
。

Ｖ
Ｔ（
灯
油
専
用
）

４
㍑
入
り
２
万
円
、

㍑
入

り
７
万
２
千
円
（
い
ず
れ
も

税
込
み
）
。

㊨
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
の
各
種
製
品

㊤
北
陸
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場

　
今
回
は
自
動
入
札
機
能
と
広

告
の
表
示
頻
度
に
つ
い
て
解
説

す
る
。

　
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
は
、
配

信
開
始
か
ら
の
運
用
管
理
が
大

事
で
あ
る
こ
と
を
既
に
説
明
し

た
が
、
複
数
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

入
札
価
格
を
調
整
す
る
の
は
手

間
が
か
か
る
作
業
で
あ
る
。
ま

た
、
運
用
管
理
に
時
間
を
確
保

で
き
な
い
場
合
も
多
々
あ
る
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
自
動

入
札
設
定
機
能
を
紹
介
す
る
。

　
こ
の
機
能
は
、
昨
年
の
７
月

に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
新
機
能
で

あ
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
広
告

グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
入
稿
キ
ー

ワ
ー
ド
の
入
札
価
格
を
自
動
的

に
調
整
す
る
機
能
で
あ
る
。
入

札
価
格
の
設
定
は
５
種
類
あ
る

が
、
「
検
索
結
果
ペ
ー
ジ
の
目

標
掲
載
位
置
」
を
重
視
す
る
設

定
は
お
勧
め
で
あ
る
。

　
こ
の
設
定
は
、
掲
載
位
置
が

検
索
結
果
の
１
ペ
ー
ジ
目
、
ま

た
は
１
ペ
ー
ジ
目
の
上
部
に
広

告
を
表
示
さ
せ
る
機
能
で
あ

り
、
広
告
を
よ
り
高
い
位
置
に

掲
載
し
て
目
立
た
せ
、
ユ
ー
ザ

ー
の
注
目
度
を
高
め
る
こ
と
が

自
動
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
上
位
に
表
示
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
以
前
紹
介
し
た

「
広
告
表
示
オ
プ
シ
ョ
ン
」
も

表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
注

目
度
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す
る
。

　
実
施
事
例
と
し
て
は
、
掲
載

順
位
を
上
部
に
表
示
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
曜
日
に
よ
る
検
索

回
数
や
ク
リ
ッ
ク
単
価
の
変
動

の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
に
コ

ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
率
を
キ
ー
プ
で

き
た
例
な
ど
が
あ
る
。

　
そ
の
他
に
も
、
「
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
数
の
最
大
化
」
「
ク
リ

ッ
ク
数
の
最
大
化
」
な
ど
の
設

定
が
あ
り
、
運
用
に
あ
ま
り
時

間
を
か
け
ら
れ
な
い
が
、
成
果

を
出
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
機
能
な
の
で
、
ぜ
ひ
お

試
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
広
告
の
表
示
頻
度
は
日
額
予

算
で
決
ま
る
。
掲
載
順
位
が
低

く
な
い
の
に
広
告
が
表
示
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
日
額
予
算

が
不
足
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

が
間
引
き
表
示
を
し
て
い
る
状

態
で
あ
る
。
ま
た
、
検
索
回
数

が
一
時
的
に
増
加
し
た
場
合
な

ど
も
日
額
予
算
が
不
足
し
て
い

る
と
広
告
が
表
示
さ
れ
に
く
く

な
る
。
入
札
価
格
を
高
く
設
定

し
た
場
合
や
、
ク
リ
ッ
ク
さ
れ

る
機
会
が
多
い
場
合
は
、
夜
に

な
っ
て
予
算
が
足
り
ず
に
広
告

が
非
表
示
に
な
る
場
合
も
考
え

ら
れ
る
。

　
広
告
の
表
示
順
位
や
表
示
頻

度
は
、
ぜ
ひ
定
期
的
に
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
株
式
会
社
ア
ビ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
株
式
会
社
プ

ラ
イ
ム
コ
ン
セ
プ
ト
　
的
場
弘

明
）
＝
隔
週
掲
載
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
の
様
子

　
日
本
能
率
協

会
は
こ
の
ほ

ど
、
東
京
・
有

明
の
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で


～

日
に
開
か

れ
た
「
第

回

国
際
ホ
テ
ル
・

レ
ス
ト
ラ
ン
・

シ
ョ
ー
（
ホ
テ
レ
ス
・
ジ
ャ

パ
ン
）
」
「
第

回
フ
ー
ド

・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
」

「
第

回
厨
房
設
備
機
器

展
」
の
三
展
合
同
展
示
会

（
総
称
＝
Ｈ
Ｃ
Ｊ
２
０
１

５
）
の
来
場
登
録
者
数
が
、

前
回
よ
り
３
千
人
以
上
増
え

て
５
万
４
６
６
３
人
に
達
し

た
と
発
表
し
た
。

　
景
気
回
復
に
伴
い
、
観
光

・
飲
食
業
界
の
投
資
意
欲
拡

大
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
て
訪
日
外
国
人
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
背

景
に
「
外
客
対
応
・
対
策
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
が
初
開
催
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
来
場
者
数
増
加

の
要
因
に
な
っ
た
。

　
来
年
は
２
月

～

日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

す
る
予
定
。

　
専
門
学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス

ク
ー
ル
（
東
京
都
中
野
区
）

は
、
日
本
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト

ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
技
能
協
会
が

主
催
す
る
「
Ｈ
Ｒ
Ｓ
サ
ー
ビ

ス
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
５
」

で
、
在
校
生
２
人
が
金
、
銀

賞
を
受
賞
、
同
校
が
大
会
３

連
覇
を
達
成
し
た
と
発
表
し

た
。

　

歳
以
下
の
カ
レ
ッ
ジ
部

門
で
金
賞
を
受
賞
し
た
の

は
、昼
間
部
ホ
テ
ル
科
２
年
、

鈴
木
梨
里
さ
ん
＝
写
真
右
。

銀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
昼

間
部
ブ
ラ
イ
ダ
ル
科
１
年
、

大
竹
さ
く
ら
さ
ん
＝
写
真

左
。

　
大
会
に
は
同
校
か
ら
、１
、

２
年
生
９
人
が
出
場
し
た
。


人
が
予
選
の
「
フ
ル
ー
ツ

の
カ
ー
ビ
ン
グ
の
盛
り
合
わ

せ
」
「
３
ア
イ
テ
ム
の
テ
ィ

ー
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
に
挑

戦
し
、
上
位
に
入
っ
た
５
人

が
決
勝
に
進
出
、こ
の
う
ち
、

３
人
が
同
校
の
学
生
だ
っ

た
。

　
決
勝
は
、
「
サ
ラ
ダ
グ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」
「
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
カ
ク
テ
ル
」
の
制

作
だ
っ
た
。

　
日
本
音
楽
著
作
権
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）は

日
、

コ
ン
サ
ー
ト
「
第

回
記
念

　
昭
和
の
歌
人

う
た
び
と

た
ち
」
を
東

京
都
渋
谷
区
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
開
催
し
た
。

　
昭
和
に
活
躍
し
た
音
楽
界

の
先
人
に
焦
点
を
当
て
、
作

品
と
人
物
像
を
紹
介
す
る
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
主
催
の
ト
ー
ク

＆
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
。

毎
回
特
定
の
音
楽
家
を
取
り

上
げ
て
い
る
が
、
今
回
は


回
の
節
目
の
開
催
に
な
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て

き
た
音
楽
家
ら
の
作
品
を
改

め
て
紹
介
し
、
功
績
を
振
り

返
っ
た
。

　
こ
の
日
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
「
北
国
の
春
」
（
い
で

は
く
作
詞
、
遠
藤
実
作
曲
）

「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー

チ
」
（
星
野
哲
郎
作
詞
、
米

山
正
夫
作
曲
）
「
ジ
ョ
ニ
ィ

へ
の
伝
言
」（
阿
久
悠
作
詞
、

都
倉
俊
一
作
曲
）
な
ど
昭
和

を
彩
る
ヒ
ッ
ト
曲

曲
を
、

人
気
歌
手
の
千
昌
夫
さ
ん
や

細
川
た
か
し
さ
ん
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
俳
優
、
石
丸
幹
二
さ

ん
ら
が
歌
い
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ

Ｃ
の
都
倉
会
長
と
の
ト
ー
ク

と
併
せ
、
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。
こ
の
様
子
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
３
月

１
日
午
後
７
時
半
か
ら
放
送

さ
れ
る
予
定
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
Ａ
カ
ー
ド

を
運
営
す
る
Ａ
カ
ー
ド
ホ
テ

ル
シ
ス
テ
ム
（
東
京
都
千
代

田
区
、
田
中
章
生
社
長
）
は


日
、
Ａ
カ
ー
ド
を
導
入
す

る
独
立
系
の
ホ
テ
ル
経
営
者

ら
を
都
内
に
招
き
「
Ａ
カ
ー

ド
ト
ッ
プ
会
」
を
開
催
し
た

＝
写
真
。
Ａ
カ
ー
ド
の
事
業

報
告
や
会
員
ホ
テ
ル
の
経
営

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
し
た

分
析
結
果
の
発
表
な
ど
を
行

う
一
方
、
会
員
ホ
テ
ル
間
の

親
睦
も
図
る
た
め
毎
年
開
い

て
い
る
。
今
回
は
約
１
５
０

人
が
出
席
し
た
。

　
田
中
社
長
は
、

月
末
日

の
総
客
室
数
が
４
万
２
千
室

を
突
破
し
、
一
般
会
員
数
が


万
人
に
迫
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
Ａ
カ
ー
ド
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
員
用
ロ
グ
イ
ン

ペ
ー
ジ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

を
強
化
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　
今
後
は
２
月
末
を
め
ど

に
、
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
ア
プ
リ

を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

ほ
か
、
要
望
の
多
い
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
版
Ａ
カ
ー
ド
ア
プ
リ

の
制
作
に
着
手
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
Ａ
カ
ー
ド
は
、
宿
泊
金
額

に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
加
算

さ
れ
、
獲
得
ポ
イ
ン
ト
数
に

応
じ
て
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
」
の
サ
ー
ビ
ス
特
典
が
与

え
ら
れ
る
も
の
。
会
員
施
設

数
は
、
ホ
テ
ル
４
０
６
、
レ

ス
ト
ラ
ン

の
合
計
４
６
２

店
舗
。

http://nikkousya.co.jp/

